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ドルーシカとは誰か

ーロシア農村の婚礼メンバーについての考察一＊

伊賀上菜穂＊＊

Apy ホKa-TpaAHQ110HHbll1 pacrrop月AHTeAb B pycumx 

CB認 6Hb!Xo6p肛 ax. YtieHbie rroKa3aAH yA11B11TeAbHOe pa3HO-

06pa311e poAH APYホ KH11 rrpHHQl111bl ero BbI6opa B ceBepHo社

Pocc11tt. B CTaTbe npe恥 araeTCJI paccMOTpeTb TO, KaKyro 

poAb BbmOAHReT APY叩ma B 3aBHCHMOCTl1 OT CTaTyca 3a皿

MaeMoro HM  110 OTHOilleHHIO K ホeH11xy, oco6eHHO B TOM 

cAytiae, KorAa ApyRmoi1 cTaHOBHTC月 IOHOilla (6paT HAH Apyr 

碑 HHxa). EcTb OCHOBaHHJI Bbl伽 paTI,1.1,pyRmott 10HoII1y, TaK 

KaK 中YHKQHR ApyRm11 HMeeT TecHy10 CB月3b C MOAOAbIM 

HOKOAeHHeM B CBa,1,e6HOM o6p肛 e. PaHbllle B Ka沢IeCTBe

APY)KKH MaAO l'Ae IIOCTOHHHO Bb1611paA11 IOHOillY, pOAb 

APYホ Kl!- !OHOillll Beer Aa 6hr入a 3aHl!)KeHa. K TOMY ホe B 

9TOM CA riae Ha6AlOAaJOTGI 2 TeHAeHQllll HOAO)KeHl!H Apy,iom 

cpeAl! Apyr11x rracTHl!KOB. I. ,Ll,py,ima BbmOAHJieT MeHbllle 

中YHKQ呻： CTapllltte y<IaCTHl!Kll 6epyT Ha ce6月 60AblllepoAett; 

2. OH  BCe-TaKl! OCTaeTGI I'AaBHbIM AeHCTBYIOIQHM A皿 OM:

pOAb BCex Apyr11x y<IaCTHl!KOB yMeHblllaeTC月. llepBa月 TeH-

AeHQl!JI, f!OflbITKa C恥 aTb 10HoII1y APYホ KOH nptt coxpaHeH-

皿 npe)KHHXCOQl!aAbHblX OTHOilleH雌， peAKO 6bITOBaAa B 

ceBepHOH Pocc1111. B 60Abllll!HCTBe MeCTHOCTett Ha6AIOAaeTC月

Apyroe peII1eH11e 9TOI'O BOUpoca: OA1111 !OHOilla l!All HeCKOAbKO 

IOHOillett rrp11H11MaA11 yqacTHe B CBaAe6HOH 11epeMOHllll B 

*KTo TaK〇H APYlKKa?: K BOIIpocy 06 Y'!aCTHHKaX B pycc1mx KpeCTh月HCKHX

CBaゅ 6ax(HrA涸 Haxo)

＊＊言晶文化研究科拇士後期課程
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poAII noAyApyホ IIXIIAII HII3IIIIIX APY*eK, 町 o np叩 aBaAO

r入aBHOMYAPY*Ke IOHOIIIeCK雌 xapa1nep. 缶 O,MO,KeT 6bITb, 

oTpaJI,aeT KYAbTYPHYIO pa3HIIQY MeJI<AY ABYMJI perIIoHaMII. 

BTopa月 TeH郎 HQ皿 B03Hlll凶 a B CB只3II C pa3BaAOM 6bJBIIIeH 

o6p肛 OBO社 CIICTeMbl. I1 3Ta TeH郎 HQIIJI OTpaJKaeT 

COQIIaAbHble Il3MeHeH皿. IloBbICIIACJI CTaTyc JI(eHIIXa II ero 

APY3叫， II BaJKHOCTb yqacTHIIKOB CBaAe6HOH QepeMOHilll 

ypaBH恥 acb. I1 3TO Ha6AIOAaeTC只 II B COBpeMeHHblX 

CBaAb6ax. 

はじめに

ロシア農村の伝統的な結婚儀礼では、重要な参加者 (rna4e6HhleqHHhI) に役

割や地位を表す名前が与えられている。代表的な名称であるドルーシカ (4py)KKa、

またはドルーシコ APY)KKOなど）、 トイシャッキ—, fb!CJIQKHH、スヴァット CBaT、
スヴァーハ rnaxa(女性）、ボヤーリン 60HpHHなどは、 16世紀の貴族の結婚儀

礼の記録にも現れるが］）、ドルーシカはその中でもっともよく知られた名称であ

る。彼は花婿方の婚礼行列 (noe3心にかかせない人物で、花嫁の獲得でも中心

的な役割を果たし、宴会でも機知を披露する司会をして、結婚式をリードする。

ダーリはその『現用大ロシア語詳解辞書』 (1880-82年版）の中で、 ドルーシカ

を次のように定義している。「……花婿側の婚礼メンバーの二番手（一番手は

cTapw碑 60凡PHH,Tb!C卵 HHK)。既婚の若者で、主要な取り仕切り役、活発で、

儀礼全体を知っており、お喋りで、全体を楽しませる音頭取り。また新郎新婦を

（床に）連れ去り夜番をする。彼の助手は no4pynmeやTPCTbJIKである。シベ
っぅ

リアではもっとも尊敬される参加者であり、通であり、全ての呪いを防ぐ呪術者

である。未婚者から選ばれた 2人以上のドルーシカがいるときは、助手や召使や

lli呻ep2)である」。しかしドルーシカの地域差は想像以上に大きく、彼の全体像

はいまだに明確ではない。

社会人類学は常に、儀礼と社会の関係に関心を払ってきた。｛義礼は伝統的な社

I) 「家庭fJII,iloMocrpoiiJ 67章および、 EorocAOBCl{HHC. TT. K HOMCH1<AaType, Tonorpacpm, 11 

xpoHOAOrHll CB叫 e6Hh!X叫 HOii(TTep,mrnii Kpaeue4qec1<11ii c6opmm, Bhm. 3, 1927, 1-64)参照。

Z) Illa中ep自休にも様々な意味がある（伊賀上）。



伊賀上菜穂 7
 

会秩序や思考を確認、補強し、それゆえに、現存の社会関係を反映するとともに、

社会的思考の形成も促し、社会関係に影押を与えていく 3)。ドルーシカという儀

礼の中心人物の役割や属性（選択幅）の違いは、儀礼全体、ゆえに社会関係全体

の差異を反映し、またそれらに異なった影聰を与えているはずである。著者は以

前、結婚儀礼における若者の役割に関する論文で、 ドルーシカを含む親族の役割

についても若干触れたが°、本論文ではロシア農村社会の地縁、血縁関係および

年齢集団と｛義礼の関係をさらに明らかにするために、ゼレーニンとグラーの研究

に基づきながら、「ドルーシカとはだれか」という問いに対し、彼の属性と役割

の関係からアプローチするものである。なおドルーシカに関する具体的な知識は

本論文の理解に不可欠であるため、多くの部分をその記述にあてたことを断って

おく。

2 先行研究と研究方針

有名なドルーシカもその複雑さゆえか、詳細な研究は多くない。彼の言語活動

面は早くから注目されていたが5)、ドルーシカの役割の一部だけではなく、その

全体およびそれぞれの部分の関係を最初に観察したのは、ゼレーニンであった6)0 

彼は、特にヴャトカ地方のドルーシカの口上 (rrp11rOBOpb1) をとりあげながらも、

ドルーシカ全体に見られる特徴を考察し、その活動の中に、 1.花婿および花嫁

側の親族の代表、 2.花婿と花嫁の親族の仲介者、 3.セレモニーマスター（昔か
っぅ

らの儀礼と習慣の通で監視者）、 4.客を楽しませる道化者、 5.結婚式の参加者

を守る呪術者 (3Haxaph)、の 5つの異なった役割が含まれていること、またそ

れらが密接に関係していることを指摘した。ゼレーニンは婚礼メンバーの多様性

にはあまり触れなかったが、 20年代にボゴスロフスキーが婚礼メンバーの名称

全体を収集、分類し、共時的、通時的な多様性と役割と名称の混乱、儀礼の縮小

3J S. F. Moore and B. C. Myerhoff. The Secular Ritual (Van Gorcum, Assen, Amsterdam, 1977) 

p.5-7参照。

4) 「帝政ロシア典村における結婚儀礼」［大阪大学言語文化学Jvol.5. 1996, 19-32。
5) ドルーシカの口上は数多く収集されている。近年では ToponouaA. B. が学位論文において、

口承文芸学的視点からドルーシカの言葉を考察している (HaroBopAPY Ji(KH B Il09TH'!CCl{OH 

叩 CTCMCCBaAC6Horo中OAb!<A.Opa.l'oc. IlCAaror. HHCT. HM. fepl¥CHa, A., 1975)。
6> 3eACHHH ,4. K. CBaAC6Hb!C npHroBopb! 珈 TCKOHry6 .. B月Tl<a,]904. 
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化を指摘した7)。彼はもちろんドルーシカにも言及しているが、その役割が想像

以上に多様であることを明らかにしたのは、グラーであった8)。彼はゼレーニン

の研究に基礎をおきながら、北ロシアでドルーシカと呼ばれる人物の役割、属性

を観察し、 ドルーシカが花婿側、花嫁側どちらか一方にさえ固定されていないこ

と、人数も 1人、 2人から 12人までと幅があること、その選択幅も、花婿の同

世代（友人、兄弟、姉妹の夫）、上の世代の代表（教父、叔父）、道化者（親族関

係の有無は問わず）、呪術者 (KoA/l,yH91) など幅広く、また同一地域でさえ複数

の選択肢が存在し、地理的な分類も出来ないほど多様であること、またドルーシ

力とその他のメンバーとの関係については、同一人物が見合いでスヴァット、結

婚式でドルーシカと呼ばれたり、結婚式の日にスヴァットともドルーシカとも呼

ばれたりすることがあること、ゼレーニンの挙げたドルーシカの役割を、他の人々

（トイシャッキー、スヴァット、スヴァーハ、呪術者、父母や親戚など）が行っ

たり、下位のメンバーに割り振られたりする場合があること、 ドルーシカが、重

要メンバーであるトイシャツキーやスヴァットにも、パンやビールを管理する若

いメンバーにも近づきうるし、彼のランクも一番から三番手まで差があること、

それでもリボンやタオルなどを腰や肩に結んで他から区別されているのが、 ド

ルーシカのもっとも一般的な特徴であること、を指摘した。グラーによるドルー

シカの多様性の指摘は、登場人物の研究の上で大変質重であったが、彼の論文は

かなり短いせいでドルーシカの多様性を述べるにとどまっており、分析の根拠に

ついて不明瞭の点がある他（一番手、二番手の定義など）、属性と役割の相関関係、

時代の違いや都市の影評などが述べられていない。また彼自身がいうように、北

ロシアしか分析していない。だがグラーと同じほどの詳細な分析を他の地域です

ることは、.かなり困難であるのも事実である。

本論文では、多様性の問題の中でも、年齢、親族関係といったドルーシカの属

性の問題をとりあげる。まずはドルーシカの基本的な性格を知るために、いくつ

かの地域のドルーシカを観察し、多様性の中にもドルーシカ全体に共通する特徴

があるかどうかを確認する。その後、属性と役割にどのような関係があるか、属

性の違いが何から生じているかを「青年＝ドルーシカ」に焦点をあてて考える。

71 EoroCA0Bc1rnil (前述）参照。

81 fypa A. 13. 0 poAH AP)'>KKH B ceBepHopycrnoM rna4eGHoM 0GpH4e. B ,rn.: IlpoGACMhI 
,． 

CAa皿 HCKOH'>THOrpaqnm."Hay1rn", J¥., 1979, c.162-172. 

9)一般に KOAA)'Hは害をなし、 3Haxapbはまじない治療をするといわれるが、その違いはかなり主

観的なものである。
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，
 青年の選択は、革命前の農村社会では稀なケースであるが、現在でもその名称が

保持されている場合は、典型的なパターンであり、変化の要因が探りやすい。ま

た、結婚儀礼の中では把握しにくい青年の地位と意味の問題の解明にもつながる

だろう。研究対象は、 ドルーシカがよく記録されている 19祉紀後半から 20世紀

初頭の北ロシアおよび沿ボルガ地方であるが10)、それ以降の変化も見る。査料

としては、出版賽料や古文書保管所資料の他、著者が1997年8月にヴォログダ

県グリャザベツ地方で行ったフィールドワークの結果も利用した。

3 ドルーシカの役割の具体例

花婿側のドルーシカ 11)の役目には、 1.結婚式での口上、 2.宴会の低話、 3.

呪術を防ぐ、また呪術をかける、 4.贈物を配る、 5.婚礼行列の先頭、代表、 6.

花嫁の買い取り、 7.床入り俄礼などがある。だが、どのドルーシカもこれら全

てを行うわけではない。次にドルーシカの役割が大きい例と比較的小さい例を挙

げ、地域差と共通点を見てみよう。

3. 1 ドルーシカの役割が大きい例

ドルーシカの役割が大きい例としては、呪術者の要索が薄いコストロマ県キネ

シェムスキー郡の例 (A)と、呪術を心得た専門家が扉われるニージニーノヴゴ

ロド県ヴェトルシュスキー地方マカリエフスキー郡の例 (B)をあげる 12)。(A)

ではドルーシカは、結婚式前日のジェヴィーチニク（花嫁と娘たちの別れの会）

から結婚式二日目まで登場するが、 (B)は結婚式当日の記述しかない。 (A)のド

ルーシカの選択基準は不明だが、 (B)の場合、親戚でも他人でもよいが、大部分

は専門家が呼ばれることが、述べられている。彼らは自分の言葉やしゃれを、逍

産のように息子や近い親戚に引き継いでいき、自分の技術については語りたがら

ない。さらに一流のドルーシカは、呪術を防ぐだけでなく、かけることもできる

10) ドルーシカという用品は、経済的に結婚式を祝うのが難しくなった 1930年代ころから徐々に使

われなくなっていった。

ll)花嫁側のドルーシカは、ほとんどの場合花嫁の兄弟など、近い親族の村年が行い、花婿側のドルー

シカの出迎えや花嫁の買い取りの交渉といった限定された役割を担っている。

12> Illeih, n. ll. con. lleAHKopycc u rnonx nernJix, o6p肛 ax,06恥 laJIX,uepoBaHHJIX, rna3I<aX, 
ACI'CH邸 x11 T. A, (CII6., T.l, Bbll1. 2, 1900) pp.685-710参照。
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と思われている。それでは、上のまとめに従って両ケースを具体的に見てみよう。

食事または宴会は、花婿宅（婚礼行列の準備）、花嫁宅（軽い食事）、再び花婿

宅（大宴会）の 3回 ((B)では4回のこともある）行われるが、その全てにおい

て、 ドルーシカは花婿や花嫁の世話をしたり、独特の言い回しで食事や祝福を要

求したり、祈ったりして、儀式を進行させる。彼の口上には、物語のような表現

が折り込まれており、たとえば (A)で花婿の両親に花嫁宅に行く息子を祝福さ

せる時は、次のように言う。「お父さん、あなたは広い庭、高い家、新しい楼、

明るい部屋、新しい部屋に……お客の皆さんを座らせました……（トイシャッキー

を筆頭に婚礼メンバーの列挙）……公は立ってあなたをテープルのところに呼び、

あなたに深くお辞儀をする。公に金と銀を、塩とパンを与えて下さい」13)。ドルー

シカは、見物人を含む老若男女にも常に気を配り、祝福を頻んだりご馳走したり

するが、それはしばしば冗談や皮肉の形をとる。 (A)ではドルーシカは娘たちに

こう呼びかける。「美しい娘たち、姉妹たち、模様の名人たちょ。細く紡ぎ、音

をたてて織った。蔵（おさ）を壊してしまって、窓から捨てた。あなたたちの仕

事は、蓋をちらちら見てクリームをかすめ取ること、丸パンをこねて庇のうしろ

に隠して、牧夫に持っていくこと。新婚の公の旅立ちを祝福してください」。同

じような皮肉が、男たちゃ若い農婦、年をとった女や子供たちにも向けられる。

ドルーシカは、客への御馳走や贈物の配付、およびその指図も行うが、これは

他のメンバーがすることも多い。 (A)ではスヴァットも皆に御馳走し、 (B)では

花嫁のスヴァーハがドルーシカとともに贈物を配る。またここでは珍しく、婚礼

行列は教会の後再び花嫁の両親宅で食事をするが、この時娘たちがリボンで飾ら

れたピローグ（パイ）を持ってくる。これに対しトイシャッキーが代金を払い、

ドルーシカがピローグの表面を切って中の具を客に配るが、リボンを一つでも落

とすと、娘たちに不器用さを罵られる。

呪術に関してはスヴァーハや呪術者が携わることも多いが、 ドルーシカの行為

としては、花嫁宅や教会へ出発する前に、イコンや十字架、鞭などを持って婚礼

行列の回りを 3回回るというのがもっとも有名で、 (A)(B)ともに見られる。ド

ルーシカは道中だけでなく家の中でも常に、呪術をかけられないように気を配っ

ている。教会を出る瞬間も危険だが、 (B)ではこの時は特にスヴァーハが気をつ

ける。

13)公 l(H$13bは花婿、金と銀はお金、塩とパンは祝福を表す。
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花嫁宅へ向かう婚礼行列の順番は、 (A)ではまずドルーシカとその助手、次に

トィシャツキーと花婿、さらに大ボヤーリン (6oAblllOH60月PHH大貴族）と小

ボヤーリン、その後ろにスヴァット（仲人）とスヴァーハ（花婿の近い女の親戚）、

最後に残りの親戚となる。花嫁宅から教会へ向かう時は、花婿の後に花嫁とス

ヴァーハが、花婿の客の後ろに花嫁の客がつく。 (B)でもほぼ同じで、まずドルー

シカ、その後ろに花婿と教父（トィシャツキーでもある）、次に花嫁とスヴァー

ハと御者（花嫁の兄弟）、その後ろに大ボヤーリン（花婿のオジ）、小ボヤーリン

（近い親戚）などを含む全客が連なる。両地域とも婚礼行列は花嫁の家の近くで

一度止まり、ドルーシカと助手だけが花嫁の家に行き、婚礼行列の入場許可を求

める。 (B)では、この家の主人は誰か、今日結婚式をする取り決めをしたか、客

を待っていたかなどを聞き、「70組の馬車」でやって来た「7000人」の客の出迎

えを求める14)。花婿側の全員が家に入る時も、ドルーシカは出迎えた両親に続

いて真先に入る。 (B)で婚礼行列が教会から花婿宅に直接向かう場合、教会へ出

発した後ドルーシカは花嫁宅に一度戻り、花嫁の両親と親族を花婿宅に招待する。

また (A)では結婚式の二日目に、 ドルーシカと花婿が妻の母と全親戚を自宅の

宴会に呼びに行くが、このような例も多く見られる。

花嫁の買い取り儀礼は、 (A)ではドルーシカに助けられた花婿が、花嫁の横（花

婿の席）に座っている花嫁の弟（または身近な親戚）と行う。 (B)ではドルーシ

力が娘たちを、 トイシャツキーが兄弟を買収するが、彼らは教会に行く時にも再

度抵抗を試みる。この時はドルーシカが兄弟の機鎌をとり、娘たちからの花嫁の

奪回は、花婿自身が行う。村人が、婚礼行列を行く先々で止めて酒などを要求す

るのも、よく知られた習恨で、 (A)でもドルーシカがご馳走している。

花婿宅では宴会の途中、しばしばドルーシカとスヴァーハが新郎新婦を床につ

れていくが、 (A)ではイコンを持ったドルーシカだけが行う。この後しばしば、

ドルーシカとスヴァーハの主樽で花嫁の純潔を祝う（またはその逆）儀礼がある

が、ここではその記述はない。

3.2 ドルーシカの役割が小さい例

ドルーシカの役割が小さい例としては、エデムスキーによるヴォログダ県コク

1'1)地域によっては、花嫁側のドルーシカとなぞの掛け合いをすることもある。ノヴゴロド県ベラ

ゼルスキー郡、ヤロスラプリ県ポシェホンスキー郡 (llleilH,pp. 524, 655-656)参照。
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シェニガ地方の記述を挙げる。これはまさにグラーがドルーシカのランクが低い

と指摘した地域に含まれる15)。婚礼メンバー (np面 op) の記述は、教会結婚式

の前日 (rnaTaAhHhlH郎 Hh) に現れる。この日の夕方、花嫁方ではジェヴィーチ

ニクが、花婿宅では花嫁宅へ出発する前の宴会が行われる。この時上座にはトイ

シャッコイ ThlCJIL¥KO社が座り、その一方の側に花婿、教母 (6olKaTKa)、スヴァー

チャ CBaT研（女性）、女性の婚礼メンバー、別の側に男性の婚礼メンバーが座る。

この時花婿が客に酒をご馳走するが、客の呼び出しはトイシャッコイがする。花

嫁宅へ出発する時は、スヴァット（時にドルーシカ）または呪術者 kropo叫

が長いまじないを唱える。婚礼行列は、スヴァット（仲人）、スヴァーチャ、トイ

シャッコイ（普通教父）、教母、 ドルーシカ、フリャプチー xpJinq11i,i(食事係）、

兄弟、オジなどからなるが、どのような順番で行くかは記録されていない。花嫁

宅に倍くと、スヴァットまたはドルーシカが一人ソリから降りて入場許可を求め、

呪術者（呪文の知識があるならスヴァットでも可）がまじないを唱えながら先頭

の馬を引き入れる。彼らの出迎えは花嫁の兄弟またはオジが行う。ここでトイシャ

ッコイが花嫁の視戚に酒をご馳走し、花嫁の兄弟、スヴァット、 トイシャッコイ、

花婿、スヴァーチャ、花婿の兄弟、残りの親族の順に家に入る。テープルに着く

とトィシャッコイはまた酒の瓶を出し、スヴァットがスヴァーチャの持ってきた

コップに注いで、花嫁方に御馳走する。この後スヴァットとスヴァーチャは、そ

れぞれ酒とビールをもって花嫁と娘たちに御馳走しに行くが、花嫁はなかなか杯

を受けとらず、長い泣き歌でスヴァットを苦しめる。その後花婿側は花嫁の披総

を要求し、花嫁の兄弟と親戚の女性が彼女を連れて来る。花嫁はスヴァット、花

婿の兄弟、その他の親族の順に酒をご馳走し、贈物をする。このあと娘たちと青

年たちのホロボード xopoBO/l遊びが始まるので、花婿側は一度家に帰るか別の

部屋で休む。花婿は普通残って、花嫁と時間を過ごす。

翌日 (rna4e6Hh!H加 Hh) は朝早くから教会へ行く準備が行われる。花婿たち

は再び、自宅または別の部屋からやってくるが、今回の先頭は帯の上に手拭いを

締めた若いドルーシカである。彼を迎える花嫁のドルーシカも手拭いを締めてい

る。花嫁のドルーシカは、花婿のドルーシカと親戚にビールを勧めるが、花婿の

•5> E4cMcK11f1 M. B. CBa4b6a B KoKIIICHhre ToTeMrnoro y. B0Aoro4rnoil ry6 ..)I畑1rna,iCTap1ma, 

No.19, 邸 m.1-4,1910, 1-137. 革命前の結婚儀礼の記述の中で、 ドルーシカの役割が小さい例を

見つけるのは難しい。というのは、記述もれの可能性があるからである。ここではかなり詳しい

記述を選んだ。
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ドルーシカは口を拭うもの（贈り物）も要求し、それを探して見つけねばならな

い。この後も花婿のドルーシカは部屋に先頭で入っていき、泣き歌を歌っている

娘たちからビールで席を買い取ろうとする。花婿側の客たちが席に着くと、ドルー

シカとスヴァーチヤは娘たちのところに行って酒を御馳走し、それぞれ娘たちに

キスをする。花嫁の父が反抗する娘を連れてくると宴会が始まるが、この時花婿

のドルーシカはパンを配る。娘たちは、 トイシャッコイ、次にドルーシカを箪頭

とする青年たち、そして残りの客の順に祝い歌を歌ってお礼をもらう（スヴァッ

トは 1日目と較べるとランクが低い）。この後教会へ向かうが、先頭は花婿とトイ

シャッコイ、次に花嫁とスヴァーチャ、そして残りの客の順である。この婚礼行

列は普通呪術者が導く。帰りの先頭はトイシャッコイとスヴァーチャで、花婿と

花嫁は二番目の楢に乗る。花婿の家にはトイシャッコイが最初に入る。宴会の後

一人を床に連れていくのは、呪術者か花婿の両親である。この地方の花嫁宅での

儀礼は、他にあまり例のない二部制で、一日目はスヴァットの、二日目はドルー

シカの役割が大きい。これは、実際の結婚式は二日目から始まることを意味して

いると思われる。

エデムスキーはすでに、結婚式が簡略化されていること、スヴァットとドルー

シカの口上が掛］かれなくなりつつあること、また、重要メンバーの役割の境界が

曖味になっていることを指摘しているが、この傾向は、より広範囲にわたって行

われた 1975年の調壺にはっきり現れる16)。この記述では、一日目と二日目の儀

礼は融合し、以前のような意味の違いは感じられない。ジェヴィーチニクは、一

日目と二日目の間のホロボット遊びとそれに先立つビールのご馳走を意味するよ

うになっている。二日目のドルーシカどうしの挨拶と、ドルーシカとスヴァーチ

ヤによる娘たちへの酒の御馳走は、一日目に移動し、それぞれ花婿たちが初めて

到着した時と、スヴァットが花嫁に酒を御馳走する前に行われる。花婿側の重要

婚礼メンバーにあまり変化はないが、教母がスヴァーチャを兼ねる場合が増えて

いる。しかも後のケースでは、スヴァーチャの役割が多く記録され、その分トイ

シャツキーとスヴァットの役割が縮小している。彼女は花婿（花嫁）を守ったり、

花婿側を代表して、花嫁の親族や娘たちと儀礼的な会話を行ったりする。花婿側

が席につく順番も、スヴァーチャ、花婿（上座）、スヴァット、 トイシャツキー

16) fa1Aawou /l-M., Map•1emw IO. 11., Ka.,¥Mhmoua H. 11. Pycrna月 CBa心 6a."CoupeMCHHHK", 

M., 1985. 調究は60-80歳の住民（主に女性）に対して行われ、 20I仕紀初頭から革命前後の儀礼
が記録されている。
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の順である。ドルーシカはフリャプチーとともに、テープルの外側に座る。ドルー

シカは以前と同じく、若い、時に未婚の親戚の青年（花婿の兄弟、従兄弟または

友人）で、腰に手拭いを締めている。彼は酒を注いだり娘たちにご馳走したりす

る他、花嫁の家にも最初に入り、その後にスヴァーチャと花婿が続く。だが彼の

役割はさらに縮小し、重要メンバーの中の四番手になっている。彼が花婿ととも

に台所の花嫁のところに行ったり、娘たちから席を買い取ったりすることもある

が、それらは全て、スヴァーチヤやスヴァット、 トイシャツキー、さらには花婿

や各人が行うことのほうが多い。口上もますます忘れられている。

4 ドルーシカの活動舞台と基本的役割

多岐にわたるドルーシカの役割の中に、どのような共通点があるだろうか。ま

ずはドルージヵの活動舞台を限定したい。ドルーシカの役割が大きいと、ほとん

ど全てに係わるような印象があるが、よく見ると見合い、結納 (croBop)、歌、

花嫁の髪形変えにはめったに現れない。仲人以外の特別な役割への任命は、結婚

式間近に行われ、結納前の任命は、例外的である。婚礼歌、特に泣き歌は、娘た

ちと女性だけが歌う。花嫁の髪を既婚女性風に編む俄礼は、花嫁にとってもっと

も危険な移行期にあたり、普通男性は近づくことを許されない17)。そのためド

ルーシカの基本的な活動時間は、結婚式当日とその前後（結婚式直前の儀礼と結

婚式の 2日目）に限定される 18)。

しかしこの限定された舞台の中でさえ、全てのドルーシカに共通する役割はほ

とんどない。もっとも基本的な役割は婚礼行列の先頭に立つことだが、それでも

例外は見つかる19)。だがその場合でも、花嫁の父母から入場の許可をもらうとか、

一番に花嫁の家に入るとかの、実質的には先頭を意味する役割を、少なくとも一

つは担っている。逆にドルーシカが宴会しか指揮しない例や、呪術にしか携わら

17)花嫁の兄弟が参加する地域もある。 IlleiiHp. 396 (アルハンゲリスク県ピネガ）参照。

18)グラーが指摘したように、ドルーシカが教父や仲人自身だったり、同時に二つ以上の名称が与

えられている場合は、ドルーシカの活動場面が大幅に拡大することになるが、これは、一人の人

物による二つ以上の役割の兼任である。このような混乱がおこるのは、名称や役割の形骸化のた

めである。

19)上記コクシェニガの事例を参照。またドルーシカの前に騎乗者が数人いる例（彼らの属性はわ

からず）は、 Csaゅ6b!,4CTCKHC HrpbI, ra俎 H皿， o6p叫 bl11 cyesep,rn 3a皿 C.11. BOCTOKOBblM B 
P叩 aH.ry6. (Harrnb1i:i apx1m 119A PAH, <f,0H4 OMA9, 4. 124) A. 10参照。
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ない例は、今のところ見あたらない。以上から、 ドルーシカは役割の内容および

大小に違いはあっても、婚礼行列の先頭またはリーダーの役割を担っていると言

えよう。リボンなどによる特徴付けも、婚礼行列の先頭の意味を含んでいる20)。

地方によっては、 ドルーシカと呼ばれる人物がいない場合や、名称の取り違えが

起こっていると思われる場合があるが21)、この場合一つのめやすとして、婚礼

行列の先頭に立つ人（特に花婿宅から花嫁宅まで）、または一番に家に入る人を「ド

ルーシカ」的ペルソナと見なすことができるだろう。

5 属性と役割の関係

前述したように、グラーはドルーシカの選択肢として、花婿の同世代、上の世

代、道化者、呪術者があることを示したが、これを親族関係と世代から見ると、

上の世代の親族、同世代、能力のある人（プロ、アマチュアの他人。同村人、呪

術者など）に分けることができる。一般に考えられているように、ドルーシカは

上の世代の親族か能力のある人が行うことが断然多い。特に花婿の年配または中

年の親戚は、他のメンバーも親族か親しい隣人であることを考えると、もっとも

自然な選択である。ドルーシカの専門職化も、彼に集中した役割を考えれば、当

然の結果といえる22)。ドルーシカに役割が集中するのは、この地方でドルーシ

カの口上や呪文が発達しているからである。儀礼の監督者でありナレーターでも

あるドルーシカは、他のメンバーから頭一つでた特別な存在であり、全ての者

-—見物人さえも一ーがドルーシカを仲介として儀礼に参加する 23) 。このよう
なドルーシカの役割および監督範囲の拡大、特殊化は、親族の中に適任者を見つ

けることを困難にし、また親族である必要性も減少させる。グラーは、一般にド

ルーシカの選択肢についての記述が少ないことに触れているが、これは、）属性よ

20)この特徴付けが婚礼行列の参加者全員に拡大されていることはあるが、逆にドルーシカが特徴
付けられていないのに、他のメンバーが特徴付けされることはない。またドルーシカを際立たせ
る付屈物が、呪術者と関係の深いフライパン、鈴などのこともある。 fypapp.166-167参照。
21)スヴァットが中心的名称である例は、トヴェーリ県カリャジンスキー郡の旧国有地農民 (llleiiH,
pp.632-635)、スヴァットが時にドルーシカと呼ばれる例は、 トゥーラ県ポドヤコヴレヴァ村
(IlleiiH, pp. 575-582) を参照。
22)専門化は仲人でも進んでいた。

23)ゼレーニンは、ドルーシカの口上のモノローグ的性格を指摘しているが、このこともドルーシ
カヘの言葉の集中を表している。 3CACHl!H, p.8参照。
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りも能力が重視されたことと関係があるだろう。なお、他の重要メンバーではな

くドルーシカに口上が集中しやすいのは、 ドルーシカの基本的な役割の舞台であ

る婚礼行列が、共同体や親族と関わりが深く、そのため口上によって婚礼の当事

者間、および共同体内（呪術世界も含む）の関係を調整することが彼に要求され

るからと思われる。メンバーの筆頭とされることの多いトイシャツキーが、親族

頭のための名称で、役割の拡大に耐えられないことも、大きな理由の一つであろ

う。スヴァットも本来は仲人の意味である。

では、専門家の対極にある青年がドルーシカに選ばれるのは、どのような場合

だろうか。トィシャッキーやスヴァットと違って、 ドルーシカには青年が積極的

に選ばれる理由がある。それは、 L 花婿の代理という意味で同世代がふさわし

いこと、 2.娘たち（花嫁の女友達）との対応、 3.婚礼行列の攻撃的性格、が関

係しているからである。特に 1に関しては、花嫁側のドルーシカはほとんどいつ

も花嫁の兄弟か従兄弟であることからも、妥当といえよう。しかし前述したよう

に、 ドルーシカが未婚（時に既婚）の若い男性と規定されるケースは少ない。ボ

ゴスロフスキーは、 ドルーシカは一般に経験豊かな既婚者と考え、青年が選ばれ

るのは、ドルーシカとしての役割が縮小している時と考えた24)。実際青年ドルー

シカを観察すると、その役割は他の場合よりも小さい。ただしここには二つの傾

向が見られる。つまり他のメンバーの役割が大きくドルーシカのランクが低い場

合と、 ドルーシカを含むメンバー全体の役割が縮小された結果、 ドルーシカは上

位のランクを占め続けている場合である。前者は前述のコクシェニガ地方に、後

者は、アルハンゲリスク県シェンクルスク郡の例に見られるが25)、特に現代の

結婚式に顕著である。現代のロシア都市部、特にモスクワなどの大都市では、結

婚登録に立ち会う「立会人 CBH,11,eTeA叫と宴会のしきり役の「タマダー TaMa,11,a」

くらいしか特別な名称は存在しない場合が多いが、農村でも同じ傾向が見られ、

伝統的な名称が保持されている場合でも、ドルーシカ以外は使用されなくなって

いることが多い。立会人および現代のドルーシカは、現欧米の bestmanとmaid

of honorのように圧倒的に花婿と花嫁の親友男女から選ばれ、時には先頭を行っ

2・" EoroCA0Bc1rnii, p .18参照。

25)ここでは、花婿の兄弟を含む多くの未婚（時に既婚）の百年たちがドルーシカと呼ばれ、馬に乗っ

て婚礼行列の先頭を行く。前日のジェヴィーチニクでも、青年たちは馬に乗って花婿と教父を先

尊して花嫁の所に行き、泣き歌も彼らに最初に歌われる。 EoroAenoBK. 11. CBa4e6m,1il o6wrni¥ 

KpecrMrn KyprosmHcKaro npaBAemrn ApxaHr. ry6. ()Kirnan crap,rna, llblll. 3, 1899) 386-388 

参照。
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たり花嫁や道を買い取ったりと活躍するが、以前と較べれば役割は随分と縮小し

ている26)。

6 ドルーシカの青年性に関する問題点

青年ドルーシカの最初のケースは、 ドルーシカの青年性を重視した故の役割の

振り直しと見ることができる。言うなれば、他の地域でのポルドルージエなどが

ドルーシカに昇格し、 ドルーシカとしての役割の多くは、他の重要メンバーに移

行したような状態である。この、 ドルーシカの青年性と旧来の儀礼体系を両立さ

せようとするケースが、実際にはほとんど観察されないのは、なぜだろうか。こ

れはグラーが北ロシア内でのドルーシカのランクの違いとして触れたように、北

西文化圏（ドルーシカのランクの高い地域）と東、南東文化圏（ドルーシカのラン

クが低い地域）の迎いの可能性がある。だが、それが実際に宵年ドルーシカと結

び付いているかは不明であり、またランクの低い青年ドルーシカの例は中央ロシ

アでも見られるので、今のところ地域差を断定することはできない27)。ここでは、

ドルーシカの異なっだ性質を両立させようとする試みが、すでに別の形で行われ

ていることを強調しておこう。それは、青年を助手のポルドルージエや下位のド

ルーシカに選び、 ドルーシカを複数にすることで、この問題を解決しようとする

ものである。こうすれば、たとえ主となるドルーシカが年配者でも、全体として

ドルーシカに青年的な性格を付与することができ、経験の豊かさと若者の機敏さ、

花婿への近さと重要人物としての尊厳を同時に表すことができる。助手の存在は、

ドルーシカの物理的な役割の拡大への対処だけではなく、異なった性質を一つの

カテゴリー内で表す試みでもある。このような試みは、 ドルーシカにとって、宵

年性が重要な要素であることを示すと同時に、その重要な意味を中心に据えられ

ないほど、他の役割の持つ意味が大きくなっていることを意味している。

26)著者の行ったグリャザヴェツ地方での調究では、 ドルーシカという名称は消えて立会人が定着
していた。なお立会人の出席は、法的義務ではない。伝統がよく保持されている例としては、プ
スコフ州の事例 (HmrnmenaJ¥. J¥., Pa:iyMonrnaH E. H. Yrnmurnii CB叫 c6Hb1i1prnyaA B ero 
ccrnpeMCHHOM 6hITOBaHIII!. Cた）， No.I,1980) を参照。現代の都市部の結婚式は、戸籍登録科
(3AfC)での登録と名所の訪問を含む市内巡行、そして家またはレストランでの親族と友人た

ちが同席する宴会からなり、 J農村の結婚式も、これに幾つかの伝統的要索が追加された単純なも
のになっている。ソ連崩壊後流行し始めた教会結婚式は、結婚登録の後に行われる。
27> fypa p.170、トヴェーリ県カリャジンスキー郡ヤレンスコエの旧農奴の例 (llle11n,pp.635-640) 

を参照。
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最初のケースが、旧来の社会関係を保持しているのに対し、二番目のケースは、

19世紀の資本主義の発達に伴う、都市の影響による農村社会の根本的な変化の

兆しを反映している。ここでは青年、つまりは花婿の個人の地位の高まりが見ら

れるが、これは儀礼の形骸化と遊戯化によるところが大きく、共同体内での年齢

集団の強化というよりは、家族や共同体の慣習的な権力の喪失による若者の地位

の相対的な上昇の反映であり、花婿や花嫁の個人的関係を核とした、参加者の重

要性の平等化の兆しである。

だが、儀礼の遊戯化と参加者の平等化は、すぐにはドルーシカの総青年化につ

ながらなかった。観客（「呼ばれていない客」）の重要性など、共同体の意味が保

持されたことや、花婿の代理の意味を強調する必要性も減少したことが、積極的

な青年化の推進を必要としなかったのだろうが、革命後の若者による伝統の軽視

や、戦争による青年人口の減少も影響していると思われる。さらに、第二次世界

大戦をはさんだ結婚式空白期以降、特に 60年代以降の青年ドルーシカの固定化は、

親族が重視されずに成功しなかったという 50年代後半からのコムソモール結婚

式、新しい伝統の創造の一環として、 50年代末から 60年代にかけて定着した立

会人制度、都市と農村の同一化指向など、政府を主体とした新しい伝統の創造の

動きと、深い関係があるに違いない28)。これによって、花婿と花嫁の血縁に縛

られぬ個人としての人格と、社会（国家）との絆が強調され、ゼレーニンが花婿

の「Apyr(,KeHnxa) , .4pyro社月29)」（花婿の友人、もう一人の自分）と解釈した

花婿の代理という意味が、最重要性を持つにいたったと思われるが、この現代の

変化は、今後の課題としたい。

7 終わりに

ドルーシカの属性は、地域文化と時代の影郷が複雑に絡みあって決定される。

19世紀、特に革命後の変化は、 ドルーシカの歴史の中でも時代の影卿がはっき

り見られる希有な段階であるが、この時代の強い影評が、 ドルーシカの地理的分

28)革命後の結婚儀礼の変化については、ホnpHosar. B. EpaK n csa4b6a pycc1rnx ropoホaHB 
np011IAOM H HaCTORlll凶 ("Hay1m",M .. 1980) pp.79-119、3op1rnH. B. PycCKaR csa4b6a B 

cpe4HeM IlosoAJKbe ("11叫 TeAbCTBOKa3aH. yHim.", Ka3aHb, 1981) pp.176-187, PycCKne: 

3THO-COQHOAomqec,me oqep1m ("Hay1rn", M., 1992)参照。

291 3eAeHirn, c.4. 
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類を、よりいっそう困難にしているようだ。ドルーシカの属性の多様性は、本来

異なる属性に割り振られるべき役割が、口上という糸でドルーシカ一人に結びつ

けられやすいことに端を発するが、口上の発達は、承認儀礼の少なさや、歌と儀

礼の結びつきの弱さによる、北ロシアの結婚儀礼のドラマ性の強さ30)とも大い

に関係がある。複雑なペルソナであるドルーシカの謎を解明するには、結婚儀礼

全体の傾向を、隣接する民族との比較も含めて見ていく必要があるだろう。

30)血 CTOBK. B. CeM叫 Hbleo6pRμ,bl H o6pHμ,0Bblli <jiOAblv¥Op. (B KH.: 9THOrpa卯HJ!BOCTO曲 b!X
ぃa皿 H."Hay1rn", M., 1987) pp.401-402参照。




